
テスト結果の確認

ポリシーテストの結果と判定基準について説明します。

ポリシーテストの結果について

ポリシーテストの結果は、下記の4種類で表示されます。

結果 表示条件 備考

Pass 通信がFWを経由して往復できた場合 往復の判定基準については「ポリシーテストの往復判定基準」を参照してくださ

い。

Drop 通信がFWを経由して往復できなかった場

合

‒

Error ポリシーテストを実施できなかった場合 ケーブル接続ミス等で発生します。

Mismatch 想定結果とテスト結果が異なる場合 個別テスト（One‒Line）では想定結果の指定をしないため表示されません。

ポリシーテストの往復判定基準

各プロトコルのポリシーテストは、下記の基準により往復判定を行います。

プロトコル 往復判定基準

ICMP ICMP Echo Request/Replyでの疎通ができること。

TCP 3ウェイハンドシェイクでのコネクション確立後、FINによるコネクション終了ができること。

UDP 送信元と宛先の間でUDPパケットが往復できること。
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